
 

 

 

 

 

 

 

ひがたの達人 わだ先生とさがそう！ 

甲子園浜の生き物 

 7 月 24 日午前 10 時 30 分より甲子園浜自然環境セン

ターに 19 組 37 名の親子が参加しました。 

          講師は NPO 法人南港ウエットラ    

ンドグループ理事の和田太一先生

です。これまで何回も生き物学習

会をしてくださった、甲子園浜の

達人です。 

 

教わったとおりに石を 

そっとめくります。 

動き回るカニやヤドカ 

リばかりでなく、石の 

裏側にいる小さな生き物も見つけましょう。 

そのあとはまたそっと石を戻します。 

 

 

 

      

  

 

 センターに戻って、生き物の名前を教えてもらい 

ました。カニのオスとメスの違いや、岩についたイ 

ソギンチャクが水の中で触手を広げるのを見ました。 

アカエイの尾のとんがっているところに毒があるそ 

うです。イボニシの卵を見つけたよと教えてくれた 

子供さんがいました。 

顕微鏡でヨコエビ 

の仲間や小さな生き 

物を見せてください 

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

よるの甲子園浜観察会 

8 月 9 日（土）午後 6 時半の甲子園浜はまだ明るく

講師の兵庫県立星稜高等学校石川正樹先生は、「暗く

なると魚が岸に寄ってく 

るのでそれまでゴミの 

勉強をしましょう」と 

浜でゴミ拾いをしました。         

 サーフネットを一緒に 

引くのは大阪湾海岸生物 

研究会山下隆司先生です。 

縦 1ｍ横 4ｍのネットを 

岸に並行に引くと小魚が 

入る仕組みです。 

 胴長を着たお父さんが投網に挑戦しました。腕がま 

っすぐ伸びて、網が上手に 

まあるく広がっています。 

            リピーターのお母さんもい               

て上手に投げていました。 

 

 

 

 

             今夜の魚：コトヒキ、アイゴ、キス、シロギス、 

ヒメハゼ、マハゼ、キチヌ、クロダイ、ボラ、コチ、

スズキ、ニジギンポなどの幼魚です。 

 石川先生が須磨海岸で採取した海ホタルを見せて 

いただきました。青く 

光る海ホタルの入っ 

た海水をおみやげに 

帰途につきました。 

参加は 49 名でした。 
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・6 月 25 日(水) 甲子園浜干潟調査 

・7 月 6 日(日) 西宮自然保護協会植物観察会参加 

・7 月 20 日(日) 甲子園浜 海浜清掃 118 名参加 

「ブルーサンタになって甲子園浜をキレイにしよう」 

 

 

 

 

・7 月 24 日(木)「ひがたの達人わだ先生と 

いっしょにさがそう 

甲子園浜の生きもの」 

37 名参加 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・8 月 9 日(土) よるの甲子園浜観察会 49 名参加 

 

 

 

                 

 

・9 月 14 日(日) 甲子園浜 海浜清掃 

・9 月 27 日(土) 生物学会植生調査参加 

・11 月 1 日(土) 貝類館セミナー参加 

「姫路白浜の海浜生物」 

講師：山西良平氏（西宮貝類館顧問） 

場所：甲子園浜自然環境センター1 階 

・11 月 2 日(日) クリーンアップ in 甲子園浜 

・11 月 8 日(土) 大阪湾生き物一斉調査結果発表会 

活 動 報 告 

活 動 予 定 

不燃ごみ 20㎏ 

（株）ヤマサ環境エンジニアリング 

 

清掃協力： 

 

可燃ごみ 200㎏ 
対岸の人と手を 

ふりあってから 
清掃スタート 

 

 

いいもの見っけ         ハクセンシオマネキ 

 2025 年 7 月 10 日、甲子園浜生き物観察会の下見を講師の和田太一先生と一緒にしました。石をめくるとカニ、

ヨコエビがたくさんいます。ウミニナもいました。波間には、春先によく見かけるカブトクラゲもいました。 

 和田先生に「甲子園浜でハクセンシオマネキを見たという話を聞いて、少し大きめの石に腰をかけてじっと観察

をするのですが、見つけたことがないです。」と話をしました。 

 すると、和田先生が「ハクセンシオマネキの穴がありますね！」と 

言われたので、私たちはびっくり！大喜びしました。 

 動かないで穴を見ていると片方が白い大きなハサミのオスの 

ハクセンシオマネキが出てきました。そして、ウェービングと 

いってメスに「おいでおいで」をしていました。この白色のハ 

サミを動かす様子が白い扇子を振って求愛ダンスをしているよう 

に見えるのでハクセン（白扇）シオマネキというそうです。 

ハクセンシオマネキの巣穴は、1 ㎝～1.5 ㎝ぐらいの丸い穴です。 

作った巣穴は頑丈らしく観察している 2 ヶ月の間、ほぼ同じ穴で出たり入ったりしていました。 

 香櫨園浜の大阪湾生き物一斉調査に参加した時、夙川の河口でたくさんのハクセンシオマネ 

キを見ました。ウェービングがかわいくてじっと見ていたのを思い出しました。 

そのハクセンシオマネキが甲子園浜にもいたのです。 

8 月下旬の晴天の日に、棒温度計を持って甲子園浜へ行きました。ハクセンシオマネキは、1 匹もいません。 

巣穴に温度計を 10 ㎝ほど入れて測ると 30℃ありました。近くの砂の温度を測るとなんと 40℃もありました。 

こんな暑い時に外に出ると脚をやけどすると分かっているのでしょうか。 

 定着してくれたらうれしいのですが、今日、ハクセンシオマネキに会いに行くと、巣穴が激減して辺りを掘り 

返したような形跡がありました。そっと見守ってほしいです。 

    向山 裕子     

 

 


